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ジェロントロジー（老年学）研究に関する助成の決定について 

 

 

 公益財団法人ＳＯＭＰＯ福祉財団（理事長 西澤 敬二、以下「ＳＯＭＰＯ福祉財団」）は、２０２４

年度ジェロントロジー研究助成として、１６件の対象者に合計約７７２万円の助成を決定しました。 

 

 

１．ジェロントロジー研究助成の概要 

 ＳＯＭＰＯ福祉財団が実施しているジェロントロジー研究助成は、高齢者福祉の増進に資することを

目的にジェロントロジーに関する社会科学・人文科学分野における研究に助成を行う事業です。 

本年度は、２０２４年４月から７月にかけて公募したところ、３８件の応募があり、１６件（1 件５０

万円上限）の助成を決定しました。本助成は１９９３年から隔年で実施しており、昨年までの３０年間

で助成先は累計２８４件、助成額は合計約１.７億円となっています。 

 

 

２．研究報告の発行 

 前回（２０２２年度）の助成による研究成果を「ジェロントロジー研究報告Ｎｏ.１６」（Ｂ５版）と

して１０月に発行しました。本報告書には１７件の研究成果が収められており、高齢者の社会活動、介

護者のスキルの向上など幅広い研究テーマを取り上げています。 

 

 

 

 

 

 

＜ＳＯＭＰＯ福祉財団について＞ 

ＳＯＭＰＯ福祉財団は、ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社の出捐を受け、社会貢献活動の一翼を担

う財団として設立された公益法人です。同財団の主な活動は本研究助成のほか、社会福祉団体に対する

ＮＰＯ基盤強化資金助成、自動車購入費助成、海外助成、介護福祉士養成のための奨学金の給付、社会

福祉・社会保険・損害保険の研究会や講演会の開催、わが国における優れた社会福祉学術文献の表彰（「Ｓ

ＯＭＰＯ福祉財団賞」）およびこの受賞者による講演会・シンポジウムを行っています。 
 

 

 

 

 



２０２４年度 ジェロントロジー研究助成  対象者（敬称略） 

※共同研究の場合代表研究者 

形態 対象者※ 所属 研究テーマ 金額 
(万円) 

共同 荒木 賢二 

一般社団法人ヘルスシス
テム研究所・顧問、宮崎大
学名誉教授 

介護現場における介護記録要約文書の生成を効
率化し、介護行為に役立て、医療介護従事者間で
介護行為の暗黙知を共有し活用することによっ
て人材育成教育や介護従事者によって行われる
作業等を効率化する。 

50 

共同 安東 彩乃 

上智大学大学院実践宗教
学研究科死生学専攻博士
後期課程大学院生 

中高年男性向けの「男性更年期のセルフモニタリ
ングアプリ」の作成と評価 

44 

単独 梅谷 進康 桃山学院大学教授 

在宅高齢者への生活支援や介護予防などのイン
フォーマル支援について、大学生によるボランテ
ィアの現状と大学生がその担い手になることの
促進策を大学による組織的なサポートも含めて
量的調査にもとづき考察する。 

50 

共同 岡本 聡美 

千葉大学大学院看護学研
究科博士後期課程大学院
生 

認知症高齢者の自律・自立を支援するための環境
づくり看護実践ガイドを用いた一般病棟の環境
づくりを一般病棟の看護師により実施する。その
結果から、ガイド活用の効果と課題を明らかにす
る。 

50 

単独 狩谷 明美 
社会福祉法人旭川荘 旭
川荘総合研究所研究員 

これまで、収集している高齢者のフレイル関連デ
ータを後ろ向きに観察し、疲労感レベルを、自律
神経・体組成・睡眠時間・から検討し、複数要因
数理モデルを用いて、カットオフ・ポイントを探
索する。 

50 

単独 Kim Nahyun 
神戸大学大学院博士課程
後期課程大学院生 

高齢者の孤独感は、人と関わり合う社会的相互作
用によって、変動し得るのか。日常的な社会的相
互作用の相手や量、質と瞬間的孤独感を縦断的に
追跡できる経験サンプリング法より、孤独感の変
動を解明する。 

50 

共同 杉本 浩章 
日本福祉大学福祉経営学
部教授 

ソーシャルデザインに基づくアドバンス・ケア・
プランニング（ACP）の促進効果と終末期ケアの
質の検証 

50 

単独 竹内 真純 

東京都健康長寿医療セン
ター研究所 社会参加と
ヘルシーエイジング研究
チーム非常勤研究員 

マイクロアグレッションとは、日常生活の中で知
らず知らずのうちに特定の集団成員を傷つける
言動を指す。本研究では、日本の高齢者が日常の
中で経験する、年齢に関わるマイクロアグレッシ
ョンを明らかにする。 

50 

共同 西尾 美登里 
西九州大学看護学部看護
学科准教授 

異性である妻や母を在宅で介護している男性を
対象に、助けを求める力とレジリエンスを向上す
基礎的調査を実施し（インタビュー＋トレーニン
グ）、介護生活の継続への効果を検討する。 

50 

共同 畑中 綾子 
尚美学園大学総合政策学
部准教授 

高齢者支援技術の導入による高齢者の内心の自
由および自由な意思決定の侵害に対する ELSI
（法的倫理的社会的課題）の研究 

50 

共同 深瀬 裕子 
北里大学医療衛生学部准
教授 

地域在住高齢者の会話による音声コミュニケー
ション能力と聴覚ワーキングメモリおよび聴力
の関連：コミュニケーション、聴覚ワーキングメ
モリ、聴力の盲検法評価による検証 

50 



形態 対象者※ 所属 研究テーマ 金額 
(万円) 

単独 福田 文雄 北九州総合病院副院長 

健診の胸部 X線画像による AI骨粗鬆症スクリー
ニングの実証研究 健康診断で撮影した胸部 X
線画像を二次利用して骨粗鬆症スクリーニング
を実施し、骨粗鬆症の早期発見にどの程度寄与で
きるかを明らかにすること 

50 

単独 堀口 康太 
白百合女子大学発達心理
学科准教授 

サービス付き高齢者向け住宅への転居を通して、
高齢者がどのように適応していくのかについて、
転居動機という観点から検討すること。 

28 

共同 三浦 武 
横浜市立大学医学部看護
学科助教 

高齢者の医療施設への定期的な通院と診察待ち
時間がヤングケアラーとビジネスケアラーの社
会生活に及ぼす影響と支援ニーズに関する実態
調査 

50 

共同 横山 淳美 
島根県立大学看護栄養学
部看護学科講師 

認知機能の低下予防と腸内細菌叢との関連 50 

共同 米澤 大輔 
新潟大学大学院医歯学総
合研究科准教授 

地域在住高齢者の健康管理を改善するため、自己
管理情報を客観的に把握し、地域包括ケアシステ
ムへ効果的に貢献する手法を検証する。行動変容
の要因を分析し、へき地でも可能な健康管理シス
テムの構築を目指す。 

50 

 


	ジェロントロジー（老年学）研究に関する助成の決定について
	１．ジェロントロジー研究助成の概要

